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要旨 

私の研究ではコロナウイルスから日本の貧困状況を紐解き改善方法を考えるというのが題材であ

る。この研究では、様々な調査から地域に設置されている食糧支援ボックスの活用、そして日本経

済における物価、賃金の上昇を図ることが貧困問題を解決する方法だと考えた。 

 

Poverty and COVID-19 

Tsuchiura 1st High School Momoko Fujiwara 

 
1.序論 

⑴ 研究動機・問題提起 

2019年末から猛威を振るい始めた新型コロナウイルスによって日本だけではなく世界中

で問題となっている貧困問題が深刻化している。このことを知り、日本では貧困問題にどの

ように対処しているのかを調べたいと考えた。また、新型コロナウイルスによって貧困問題が

どのように深刻化したのか、高校生の私が困窮者にどのような支援をすることができるのか

について調べていく。 

 

(2)仮説 

新型コロナウイルスによって貧困問題が深刻化している原因の一つとして失業者の増加

が考えられる。失業者が増加する原因として、企業の経営困難によるものが大多数であると

予測されることから、日本の貧困問題を根本的に解決するためには経済を再生することが

必要であると考えられる。経済を再生するために困窮者、経営困難な企業を支援する方法

を見直すことが必要なのではないかと考えた。 

 

2.準備 
「貧困」とは大きく二つに分類することができる。「絶対的貧困」と「相対的貧困」である。

「絶対的貧困とは、ある最低必要条件の基準が満たされていない状態を示します。一般的

には、 最低限必要とされる食糧と食糧以外のものが購入できるだけの所得または支出水準

（＝貧困ラ イン）に達していない人々を絶対的貧困者と定義します。」(JICA 2008:98)「相対



的貧困とは、ある地域社会の大多数よりも貧しい状態を示します。例えば、所得 が地域内

の下位10％に属する人は、相対的貧困者となります。」(JICA 2008:98)日本で問題となって

いるのは主に後者の相対的貧困である。この研究では、日本の相対的貧困問題に焦点を

当てる。また、この研究では貧困問題の改善に向けて貧困家庭、支援団体、そして外国で

の貧困問題に対する取り組みの三つの視点で研究を進めることとする。 

 

3.調査方法と研究結果 

⑴調査方法 

まず、インターネットを利用して貧困、そしてコロナウイルスの現状について調べた。そし

て、貧困の現状をさらに詳しく知るためにリモートでのインタビューを行った。 

 

⑵研究結果 

(ⅰ)日本における貧困の現状 

前述した日本の相対的貧困について、まず、現状がどのようになっているのかを調べた。

日本の相対的貧困線の目安は、可処分所得が約127万円以下である。これをもとに厚生労

働省が行った「2019年国民生活基礎調査」によると、「「相対的貧困率」は 15.7％、「子ども

の貧困率」は 14.0％、 「子どもがいる現役世帯」の世帯員は 13.1％、そのうち「大人が一人」

の世帯員は 48.3％、「大人 が二人以上」の世帯員は 11.2％となっている。」(2019年国民生

活基礎調査 2019:14)この結果から日本では約6〜7人に一人が貧困であることが分かった。

また、相対的貧困率と子供の貧困率がどちらも14〜16％であることから、貧困世帯は子供

がいる世帯がほとんどを占めているのではないかと予測することができる。 

 

(ⅱ)新型コロナウイルスによる貧困問題の深刻化 

  次に、新型コロナウイルスによって日本の貧困問題がどのように深刻化したのかについ

てである。独立行政法人労働政策研究・研修機構(The Japan Institute for Labor Policy an

d Training)によると、2021年11月現在、日本国内の失業者数が182万人であることが分かっ

た。 

 
資料出所 総務省統計局「労働力調査（基本集計）」 



 

 

上のグラフを見ると国内の完全失業者数は2018年以降160万人前後で推移しているが20

20年下半期以降200万人前後で推移していることがわかる。中国の湖北省武漢で世界で初

めて新型コロナウイルス（以後COVID-19）が発見されたのが2019年12月8日で、日本で初

めてCOVID-19が発見されたのが2020年1月16日である。このことから、日本国内でCOVID

-19が発見されてから完全失業者数が増加していることがわかる。次に諸外国との比較につ

いてみてみることとした。 

 
資料出所 総務省統計局「労働力調査（基本集計）」 

 

上図は、日本を含む８ヵ国の完全失業率（月次、季節調整済み）の推移である。これを見

ると、日本は完全失業率が相対的に低い事がわかるがどうしてなのだろうか。日本では、諸

外国に比べて労働者の雇用が手厚く守られているため完全失業率が増加しにくいと考えら

れる。しかし、この手厚い雇用によって、高い賃金と良好な労働環境が失われていることは

大きな問題となっている。COVID-19と貧困の関連性を調べていくうえでこの高い賃金と良

好な労働環境が失われていることは大きく関係しているのではないかと考えた。 

 

(ⅲ)フードバンク仙台について 

私はこの研究を行なっていく上で貧困についての知識が不足していると考えたので、202

1年7月下旬にフードバンク仙台の方とのオンラインでのインタビューを行った。フードバンク

仙台は2020年5月に設立した団体で、設立目的はコロナで困窮している人を助けるためだ

そうだ。フードバンク仙台の行なっている主な業務は貧困家庭への食糧支援、様々な公的

機関の支援の説明などである。一般的な理解ではフードバンクというのは食糧支援のみを

行っていると勘違いされやすいが、それだけではない。相談者が貰える給付金などを紹介

することでより良い生活が送れるように支援するのもフードバンクの仕事である。相談者、特

に高齢者や外国人労働者は給付金に対する知識が少なく、自分が給付金の対象外だと考

えている場合も少なくない。そのような時に、フードバンクなどのサポート団体がいることで多

くの命が救われる。 



 
資料出所 フードバンク仙台 「食品ロス削減と困窮者支援をつなぐフードバンク仙台の食料支援」 

 

上のグラフはフードバンクが設立した2020年5月から2021年3月までの支援件数を表した

ものである。3月末までにのべ6300人の支援を行ったことがわかる。フードバンク仙台では

「フードドライブ」事業というものを行なっている。「フードドライブ」事業では仙台市に住んで

いる人が自宅で食べきれない食品をフードバンクに寄付することができるシステムである。

寄付専用のボックスが大型ショッピングモールなどに設置されており、そこから気軽に寄付

を行うことができる。フードバンクの食糧支援は「フードドライブ」事業によって寄付された食

料と企業や団体から直接寄付された食品で成り立っている。しかし、支援件数の増加に伴

い、支援食品が足りていないというのが現状である。寄付を受ける側だけでなく、支援をする

側の人々にもこのような事業を広く知ってもらう必要があると感じた。 

 

(ⅳ)支援金について 

政府は様々な給付金政策を行っている。その中でも特に新型コロナウイルスに伴う給付

金について調べてみた。現在、政府が行っている給付金制度は事業向けのものが16個、雇

用維持のためのものが8個、そして、貧困家庭の生活を守るためのものが10個打ち出されて

いることが分かった。しかし、それぞれの制度が条件が複雑でどの給付金を受け取ることが

できるのかを見極めるのにかなりの労力を要するのではないかと考えた。これは、(ⅲ)で記

述した通り、フードバンクに支援を求めてくる人の多くがこの給付金制度について詳しく知ら

ないままであることとも合点がいくのではないか。支援を必要としている人により分かりやすく

これらの制度を伝える手段が必要であると考えた。 

 

(ⅴ)その他支援団体について 

(ⅲ)で紹介したフードバンク仙台のほかに貧困家庭を支援する団体について調べてみる

こととした。茨城県内で最も大きな支援団体は、「NPO法人 フードバンク茨城」である。フー

ドバンク茨城では、フードドライブ、個人、企業などのほかに「きずなBOX」とよばれる、県内

各地に設置された食糧支援用のボックスがある。ここでは、地域の人々が自由に食料を寄



 

 

付することができる。この「きずなBOX」を通しての支援は、2019年には16,062kg、2020年に

は24,431kgだった。このことからきずなBOXを通しての食糧支援量が増加していることがわ

かる。 

 

(ⅵ)諸外国の対策 

次に、諸外国が貧困問題にどのように対処しているのかについて調べてみた。 

 

 
資料出所 世界辞典「世界の貧困率ランキキングチャートより」 

 

上のグラフは諸外国の貧困率のグラフである。このグラフからわかるように、アイスランドな

どの北欧の国は貧困率が比較的低いことが分かった。そこで、北欧の国がどのように貧困

問題に取り組んでいるのかについて調べてみることにした。まずは、デンマークでの取り組

みについてだ。デンマークでは、出産にかかる費用は無料だそうだ。2016年に公益社団法

人国民保険中央会が行った調査によると、日本での出産費用は平均で50万5759円かかる

そうだ。この約50万円を負担してもらうことができると考えると、出産予定の女性の負担はか

なり軽くなるのではないだろうか。また、デンマークでは大学院までの学費が無料で、もちろ

ん教科書代も自己負担の必要がない。また、親と別居している学生には月10万円弱の給付

金が支給されて、高額医療を含むすべての医療機関に無料でかかることができるそうだ。

医療保険制度は1973年に廃止され、現在はすべて税金で賄われているそうだ。そして、最

低賃金は1650円である。デンマークは物価が高いため日本と数字のみで比較するのは難し

いが、日本で最も最低賃金が高い東京都でさえ1041円である。また、SDGsランキング三年

連続1位のスウェーデンでは政府の取り組み度合や国民からの認知度が高いそうだ。このこ

とから、貧困問題においても政府の取り組み方、そして何よりも私たち国民がどのように問題

解決に向けて取り組んでいるかが大きな分かれ目になるのではないかと考えた。 

 



4.結論 
今回、この調査を通して私は二つの案を提案したいと考えた。まず一つ目は、フードバン

クの活用である。各地のフードバンクでは多くの支援を行っているが地域の人からの食糧の

支援が足りていないのが現状である。そこで各地にある各地にある食糧寄付が行える場所

や、フードバンクの存在をもっと知らせる必要があると考えた。主な方法としてはポスター掲

示である。学校やスーパーマーケットなど多くの人が目にするところにポスターを掲示するこ

とでもっと利用者を増やせるのではないかと考えた。次に、二つ目は日本が物価を高くする

ことで、賃金を引き上げることなのではないかと考えた。これは、高校生の私に何か働きかけ

ることはできないが、貧困率の低い北欧の多くの国では物価、税率、そして最低賃金が高い

ことが共通点としてあげられる。このことから、日本が物価を高くすることで賃金の引き上げ

が行われ、税金によって困窮者を救う方法が増えるのではないかと思った。コロナ禍の現在、

多くの商品が値上げされていることから消費者の負担が徐々に増えてきている。だからこそ、

ここで多くの企業が賃金を引き上げることができたら、救われる人はおおくなるのではないだ

ろうか。 
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